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2022年度 自己点検・評価報告書 

【辻󠄀製菓専門学校・製菓技術マネジメント学科】 

１．学校の教育目標 

「建学の精神」 ： “DOCENDO DISCIMUS（ドケンド・ディスキムス）”  

“DOCENDO DISCIMUS”は、「私たちは教えることによって学ぶ」を意味するラテン語格言。 

古代ローマの哲学者セネカの著書『倫理書簡集』に収められた友人宛の手紙の一節に由来すると言われています。 

“DOCENDO DISCIMUS”は、創設者・辻󠄀静雄が、辻󠄀調理師学校（現在の辻󠄀調理師専門学校の前身）を 1960 年大阪あべのに

開校以来、その思想と活動を体現する教育信条として、現在まで教職員に脈々と受け継がれている建学の精神です。 

 

“DOCENDO DISCIMUS”の精神について、辻󠄀静雄は、「学校とは、教員が持てる限りの知識と技能を授業において学生に

出し尽くし、教員自ら新たに学び続けるところ。学生が勉強するのは私たち教職員が絶えず勉強しているからだ。

元々料理や製菓に究極はない。これらを仕事にする者は一生が勉強なのだ」と繰り返し熱く語りました。 

 

“DOCENDO DISCIMUS”は、私たち教職員の矜持と戒めの言葉であり、その精神を引き継ぐ卒業生たちが、実際に調理や 

製菓の仕事に就いても 自ら学び続け、後進の育成とともに業界の発展を牽引して欲しい、という願いを込めた言葉

でもあります。 

 

 

「教育理念」 ： 「本物とは何か問いつづけること」 

「私たちには本物へのこだわりがあります。 

このこだわりは、私たちの教育姿勢として、学校の創立からずっと変わらないものです。そして、できるだけ多くの

本物の料理やお菓子やパンに触れる機会を作る。そんな学習環境をつくりだすということが私たちの教育方針の基本

にはあります。 

本物に触れることで、人はその違いに驚きます。そんな驚きの繰り返しは、料理やお菓子やパンに対する興味をさら

に刺激します。これが繰り返され、興味が大きくなれば、そこにあるわずかな違いにも気づくようになります。その

とき、興味は探求心へと大きく飛躍しているのです。こうしたことを私たちは経験的に学びました。 

 

しかし、本物とはいったい何でしょうか。 

私たちの学校の創立者・辻󠄀静雄は「料理に究極なし」という言葉を残しました。辻󠄀静雄は料理人であるとともに教育

者でした。 

そして自らのあくなき探究心をもって世界中を食べ歩き、それぞれの国の食文化を学校で紹介するとともに、世界中

に教職員を送り、独自の伝統を踏まえつつ発展するそれぞれの食の現場をともに知ろうとしたのです。 

 

「究極なし」という言葉は、彼が教育研究活動に生涯をかけた証というべきものです。そして、この言葉を生み出し

た原動力として、教職員はもちろん、卒業生たちの中にも、この探求心は引き継がれています。創立者から受け継が

れてきた本物へのこだわりとは、究極のものを求めるのではなく、「本物とは何かと問い続ける姿勢」なのです。 

 

学校教育というものは、基本的に伝統を基盤にした授業を提供するものです。しかし、食文化の発展を担うには、伝

統を知るだけで十分とは言えません。さらに創造力を身につける必要があります。しかし、創造力は、教え込めるも

のではありません。日々の授業の中では、むしろ予期せぬ形で飛び出してくるものです。それでも、私たちはできる

かぎり、これに気づき、そして、評価すべきだと思っています。なぜなら、様々なことに挑戦し、失敗することがで

きる場という意味で、学校は創造力を育むための理想的な環境であるべきだからです。大事なのは、究極の教育を求

めるのではなく、本物の教育とは何かを問いつづける姿勢だからです。 

 

私たちは、学校に関わるすべての人に、こうした本物へのこだわりを共有してほしいと願っています。これこそ個人

を成長させ、食文化を発展させる力だと信じているからです。 
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【アドミッションポリシー】 

 [１] 本校独自の建学の精神に共感し、本校で学びたいという強い意志のある方 

 [２] 自ら率先して学習し、高度な知識や技能を習得しようという意欲にあふれた方 

 [３] 困難に直面してもあきらめずに努力し、学業を成就させて食業界に従事しようという決意のある方 

 

【カリキュラムポリシー】 

本校の教育目標を達成するために、次の方針に基づく教育課程を編成している。 

製菓衛生師に必要な「規定科目」と「専門関連必須科目」で構成し、2年次には専攻別に、独自の科目を履修

する。幅広い知識と技能を修得し、自らの専門に偏ることなく、多角的な視点から本物を探求する姿勢を育

む。また、生涯を見据えたキャリア教育を行う。 

基本的なスキルを高めながら自己理解を深め、社会において生き抜く意欲と自信をもてるように指導する。 

 

【ディプロマポリシー】 

次の能力を有していることを重視し、所定の単位時間数を定めた学生に対して卒業を認定する。 

[１] 体系的に科目を修得し、社会環境に深い関心をもち、これを探求する姿勢を身に付けている。 

[２] 物事に対して、多角的な視点とともに本質を見る目を備え、自らの課題を解決する力を身に付けている。 

[３] 誠実で礼儀正しく、自己の特性を理解すると共に他者へのあり方を受け入れていく姿勢をもって、 

    社会的規範を守り自立した行動ができる。 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画  

学校目標：全員卒業、全員試験合格  

   学科目標：【中間目標】製菓衛生師試験全員合格 

【最終目標】就職率100% 

    目標達成のための計画 

   ① ピア・サポートによるクラス運営 

   ② 学習意欲、コミュニケーション能力の向上とクラス内での居場所作り 

     ③ 製菓衛生師試験に向けての模試の実施と低得点者の課題の実施 

     ④ 担任と就職担当者の連携による学生サポートの実施 
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３．評価項目の達成及び取組状況 

※評点の基準：適切…４、ほぼ適切…３、やや不適切…２、不適切…１ 

（１） 教育理念・目標  

評 価 項 目 評点 備考：取り組みの内容 

学校の理念・目的・育成人材像は定められてい

るか（専門分野の特性が明確になっているか） 
４ ３ ２ １ 

「建学の精神」および「教育理念」に基づいたアドミッションポリ

シー、カリキュラムポリシー、ディプロマポリシーを体系的に策定

し、それを実践する中で本物を追求し続ける姿勢や、長くこの業界

で活躍できる資質として、どのような技能や知識の習得が必要かを

明確にしている。 

学校における職業教育の特色は何か 
 

４  

 

３ ２ １ 
学生に質の高い教育を提供し、生涯学習を促進する手助けとなるべ

く教育内容を高度化し、携わる職員の育成に努めている。 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想

を抱いているか 
４ ３ ２ １ 

社会のニーズや将来予測を考慮しながら、年度計画と中期計画を策

定し、達成に向けて取り組んでいる。 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構

想などが学生・保護者等に周知されているか 
４ ３ ２ １ 

学校の理念や教育の特徴については、HPや入学パンフレットにより

一般に公表しており、入学前、入学後のガイダンスにおいても周知

に取り組んでいる。 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対

応する業界のニーズに向けて方向づけられてい

るか 
４ ３ ２ １ 

年間2回の教育課程編成委員会に各分野の専門家を招聘し、育成人

材像などの意見交換や協議を行っている。 

 

① 課題 

特になし 

② 今後の改善方策 

特になし 

③ 特記事項 

教育課程編成委員会において、洋菓子、和菓子、製パンそれぞれの専門家からいただく意見を具体的に反映       

できるようにするため、カリキュラムの構築にあたる教職員が委員会に参加し、随時、カリキュラムを更新 

している。2022年度は、現場で即戦力として活躍できる人材を育てるための授業のひとつ「実務経験のある

教員等による授業科目」に関して、より実践的なカリキュラムを構築するため、意見交換や協議を行った。 
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（２） 学校運営  

評 価 項 目 評点 備考：取り組みの内容 

目的等に沿った運営方針が策定されているか 
 

４ 

 

３ ２ １ 
法人の経営方針および学則に定める目的に則り、学校運営方針を 
策定している。 

運営方針に沿った事業計画が策定されているか 
 

４ 

 

３ ２ １ 
各学科および各部署の事業計画を学校運営方針に沿って策定してい

る。 

運営組織や意思決定機能は、規則等において明

確化されているか、有効に機能しているか 
 

４ 

 

３ ２ １ 運営会議規程を策定し、それに基づき意思決定が行われている。 

人事、給与に関する規程等は整備されているか 
 

４ 

 

３ ２ １ 就業規則および賃金規程などの付属規程を整備している。 

教務・財務等の組織整備など意思決定システム

は整備されているか 

 

４ 

 

３ ２ １ 

校長・運営部長のもとに学科横断的に機能する部門として、教務

課、学務課、業務課を設置して、教務および財務・事務を分掌して

いる。 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体

制が整備されているか 

 

４  

 

３ ２ １ 
ソーシャルメディアガイドラインの策定、ハラスメント防止ガイド

ラインの策定を行っている。 

教育活動等に関する情報公開が適切になされて

いるか 

 

４ 

 

３ ２ １ 
自己点検・評価報告書および在校生保護者、業界関係者、卒業生、

地域の有識者による学校関係者評価の内容をHPで開示している。  

情報システム化等による業務の効率化が図られ

ているか 

 

４ 

 

３ ２ １ 

学生情報サービスとして、学事情報システム、e-ラーニングシステ

ムを用いて、業務の効率化を図っている。職員間の業務効率化のツ

ールとして、オンライン授業にも使用したMicrosoftのTeamsを運用

し、情報共有やオンライン会議などを行っている。 

① 課題 

特になし 

② 今後の改善方策 

特になし 

③ 特記事項 

情報管理委員会、人権啓発委員会、食品安全衛生委員会、入学選考委員会、労働衛生委員会、コンプライア

ンス委員会を設置し、コンプライアンス及びリスクマネジメントの強化に努めている。 

 

（３）教育活動 

評 価 項 目 評点 備考：取り組みの内容 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方

針等が策定されているか 
４ ３ ２ １ 

「建学の精神」および「教育理念」に基づいたアドミッションポリ

シー、カリキュラムポリシー、ディプロマポリシーを体系的に策定

し、運用している。 

教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏ま

えた学科の修業年限に対応した教育到達レベ

ルや学習時間の確保は明確にされているか 
４ ３ ２ １ 

学習時間については専修学校および養成施設に定める以上の時間を

十分に確保しており、学科の到達レベルとともに学則、細則、ハン

ドブックで明らかにしている。 
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学科等のカリキュラムは体系的に編成されて

いるか 
４ ３ ２ １ 

教育目標の達成につながるようカリキュラムを体系的に編成してい

る。 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立

ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発

などが実施されているか 
４ ３ ２ １ 

実践的な職業教育として、企業連携による講師派遣を授業に組入れるととも

に、教育方法の工夫や改善に取り組んでいる。 

関連分野の企業・関係施設等や業界団体等と

の連携により、カリキュラムの作成・見直し

等が行われているか 
４ ３ ２ １ 

学校関係者評価委員会及び教育課程編成委員会に関連企業・団体から

委員を招聘し、カリキュラムの作成・見直しを図っている。 

関連分野における実践的な職業教育（産学連

携によるインターンシップ、実技・実習等）

が体系的に位置づけられているか 

４ 3 ２ １ 

企業と連携した授業をカリキュラムに体系的に組み入れ、実技・実

習指導を行っている。インターンシップは学生数と受け入れ先の問

題から実施していない。 

授業評価の実施･評価体制はあるか ４ ３ ２ １ 

全ての学生が全科目ごとに自由記述できる授業アンケートにより、

授業評価を行っている。 

職員間で授業の聴講を実施し他者評価を受けている。 

職業教育に対する外部関係者からの評価を取

り入れているか 
４ ３ ２ １ 

教育課程編成委員会、外来講師からの評価、卒業生の就職先からの

評価を受け、常に見直しを行っている。 

成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準

は明確になっているか 
４ ３ ２ １ 

学則および学則施行細則に基づき、学生ハンドブックや各科目のシ

ラバスに明示している。 

資格取得等に関する指導体制、カリキュラム

の中での体系的な位置づけはあるか 
４ ３ ２ １ 

製菓衛生師受験を念頭に置き、体系的にカリキュラムが組まれてい

る。 

人材育成目標の達成に向け授業を行うことが

できる要件を備えた教員を確保しているか 
４ ３ ２ １ 

専門分野における技能と知識を兼ね備えた教員の確保および育成が

出来ている。また、教職員の技術向上、指導力の向上を確認する手

段として、菓子製造技能士、製パン製造技能士、職業訓練指導員の

資格取得を奨励している。 

関連分野における業界等との連携において優

れた教員（本務・兼務含む）を確保するなど

マネジメントが行われているか 

４ ３ ２ １ 
企業との連携により、業界の第一線で実務に従事し、教育指導に理

解のある人材を兼任教員として確保をしている。 

関連分野における先端的な知識・技能等を修

得するための研修や教員の指導力育成など資

質向上のための取組が行われているか 

４ ３ ２ １ 

専門技術の習得において、関係団体が行う勉強会や専門分野におけ

る学会がコロナ禍の影響からオンラインに切り替わり、例年に比べ

参加できる機会を増やすことができた。 

指導力育成については、職員研修用外部サイト（Find！アクティブ

ラーナー）による研修、インストラクショナルデザインの外部研修

に参加し教員の資質の向上に取り組んでいる。 

職員の能力開発のための研修等が行われてい

るか 
４ ３ ２ １ 

入職時から新入職員研修や新任管理職研修などを、計画的に行って

いる。職員研修用外部サイト（Find！アクティブラーナー）による

研修も行っている。 

学内外の実習施設、インターンシップ、海外

研修等について十分な教育体制を整備してい

るか 
４ ３ ２ １ 

企業連携により教員派遣を受け実践的に実習授業を行うほか、洋菓

子の知識を深めるために海外研修の機会を設けた。今後も教育体制

の充実を図っていく予定にしている。 

① 課題 

   企業と連携した授業をカリキュラムに体系的に組み入れ、実技・実習指導を行っているが、インターンシッ

プは、学生数と受け入れ先の問題から実施できていない。 

② 今後の改善方策 

教育課程編成委員会の外部関係者や兼任教員による評価、卒業生の就職先からの評価などを参考にしたカリ

キュラム改善は継続し、2023年から外部企業から招聘した兼任教員を増やし、実社会と教育現場をつなぐこ

とを目的とした、新規授業をスタートさせる予定。 
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③ 特記事項   

１） 教職員の技術向上・指導力向上を確認する手段として、技能検定・職業訓練指導員の各試験を積極的に

受験する取り組みを行い、これまでに、以下の資格を取得している。 

菓子製造技能士  1級（洋菓子製造作業）18名、2級（洋菓子製造作業）3名 

1級（和菓子製造作業）14名、2級（和菓子製造作業）1名 

       製パン製造技能士 1級 10名、2級 2名 

       職業訓練指導員  28名 

２） 前年度、教員・学生のコンクールについては、コロナの影響から中止となったものが多数あったが、 
今年度はその多くが開催された。 

    【学生が参加した外部コンクール】 

    ・2023年2月 全国製菓衛生師養成施設協会 技術コンクール全国大会（宮城調理製菓専門学校にて） 

      予選を通過した4名の学生（洋菓子部門2名、和菓子部門2名）が、全国大会に進出した。 

  洋菓子部門・・・厚生労働大臣賞（総合1位） 

  和菓子部門・・・協会会長賞（総合2位）、全国調理師養成施設協会賞（総合3位） 

・2022年11月 大阪府洋菓子コンテスト  

  学生部門（マジパン細工）に出場した学生が、技術指導員賞（第1位）を受賞した他、3名の学生が 

優秀賞として入選した。 

【教職員が参加した外部コンクール】 

・2022年4月 ヌーベルパティスリーデュジャポン技術コンクール 

  洋菓子助手職員が銀賞（第2位）を受賞した。 

  第4部 焼き菓子部門（パウンドケーキ） 銀賞（第2位） 

・2022年6月 西日本洋菓子コンクール  

2名の洋菓子助手職員が出場し、2名とも最優秀賞（第1位）を受賞した。 

  第2部 ピエスモンテ（アメ細工）       農林水産大臣賞、最優秀賞（第1位） 

  第4部 ピエスアーティスティック（アメ細工） 連合会会長賞、最優秀賞（第1位） 

 

（４）学修成果  

評 価 項 目 評点 備考：取り組みの内容 

就職率の向上が図られているか ４ ３ ２ １ 

担任とキャリアセンターが連携し、学生一人ひとりの状況に合わせ

た支援を行い、年度目標の達成に向けて取り組んだ。今年度も目標

就職率を大きく上回ったものの昨年度より0.2％微減の98.9％であっ

た。ただ、コロナ以前と同等・それ以上に求人数が増加したことに

より学生の希望する就職先に内定を頂けていることは就職先での離

職率軽減に繋がると考える。 

資格取得率の向上が図られているか ４ ３ ２ １ 

国家試験の学習サポートとして2年生全員にe-ラーニングによる対

策講座の実施、不合格者については再受験に向けて取り組み課題を

設定し支援を行った。また、1年次では年間4回、2年次には年間2

回の模擬試験を実施して習熟度を測っている。 

退学率の低減が図られているか ４ ３ ２ １ 

ピア・サポートによるクラス運営を通じて生活・学修環境を整え、

担任、学科長による面談、カウンセリングを実施しているものの、

昨年度に比べて、退学者が増加した。 
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卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把

握しているか 
４ ３ ２ １ 

卒業生組織を通し、卒業生の出店情報、卒業生の活躍、取り組みな

どを取材し、SNSやホームページ等で紹介している。 

また在校生の企業連携による商品開発も学内外にSNSやホームペー

ジ等を通じて発信している。 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校

の教育活動の改善に活用されているか。 ４ ３ ２ １ 

卒業後の状況については事業所や本人を通じて情報収集し把握して

いる。また、学校関係者評価委員会の企業等委員からの意見をもと

に教育活動の改善に取り組んでいる。 

① 課題 

１）就職において、企業説明会等での身だしなみ（頭髪や服装）について企業からの指摘があった。就職活動

の早い段階で学生に対して指導を行う必要がある。 

２）退学率は単年度の目標数値（3％以内）を1学年2学年とも達成できなかった。また、修業期間においても

目標数値（5％以内）を達成することが出来ていない。退学理由としては、病気の治療に専念する、進路

変更、学費に関わる経済的な理由などが多く、担任を含む、周りからのサポート体制が及ばなかった部分

もあった。 

② 今後の改善方策 

１） 2023年度は「対面」でのセミナーを主としながら、並行して「オンライン」での面接対策、就職活動に関

する「動画」も引き続き配信。学生の隙間時間を利用して就職活動が出来るよう様々な形でコンテンツを

提供した。また、企業からの身だしなみに関する指摘については、就職活動に相応しい身だしなみを学生

自身が判断出来るように指導を行っていく。 

２） ピア・サポートの拡充とクラス活動内での初年次教育（チームビルディングや目標の立て方）により、 

心身の 状態をセルフコントロールする力、自ら課題を見出し学び続ける力を身に付ける取り組みは、 

一定の効果が表れてきている。引き続き、スクールカウンセラー、保健師、担任、学科長、学務課との密

接な連絡をし、学生のケアにあたる。 

③ 特記事項 

特になし 

 

（５）学生支援  

評 価 項 目 評点 備考：取り組みの内容 

進路・就職に関する支援体制は整備されてい

るか 
４ ３ ２ １ 

キャリアセンターを設置し、主にクラス担任とキャリアセンターの

職員が連携を図りながら、学生の進路決定を支援する体制を整えて

いる。 

学生相談に関する体制は整備されているか ４ ３ ２ １ 

健康面であれば保健師、メンタル面であれば週3日カウンセラーに

相談することができる体制がある。個人情報は必要最低限の関係者

のみで共有し随時サポートしている。 

学生に対する経済的な支援体制は整備されて

いるか 
４ ３ ２ １ 

日本学生支援機構による奨学金制度のサポートのほか、学内制度で

ある学費支援奨学金制度や、留学生奨学金制度、卒業生子女兄弟姉

妹学費減免制度を整えている。 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４ ３ ２ １ 
担任、保健師、学務課が連携して健康診断や体調管理を行ってい

る。保健室を設置し、保健師は常駐している。 

課外活動に対する支援体制は整備されている

か 
４ ３ ２ １ 

全国製菓衛生師養成施設技術コンクールへの参加、大阪府洋菓子協

会主催の学生コンクールへの参加を継続的に支援している。 
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学生の生活環境への支援は行われているか ４ ３ ２ １ 

一人暮らしの学生も多いことから生活への配慮は欠かさないように

している。多欠席や体調不良の場合は保護者や管理会社と連携して

対応、支援している。 

保護者と適切に連携しているか ４ ３ ２ １ 

年に数回、学校から保護者向けにインターネットを通じて学生生活

について情報を発信している。また、出欠状況や成績も常時閲覧が

可能になっている。欠席が多い、体調不良等が気になる、といった

学生については、学校から保護者に随時連絡を入れ連携しながら指

導を行っている。 

卒業生への支援体制はあるか ４ ３ ２ １ 

同窓会組織があり、年1回の会報の発送やHPで業界情報の共有、各

種セミナーの案内を行っている。独立開業を考えている卒業生を対

象にセミナーも開催し、開業サポートを行っている。 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備さ

れているか 
４ ３ ２ １ 

社会人対象のクラスは設けていない。就職に関する相談はキャリア

センター、学校生活における相談は主に担任が個別に対応してい

る。 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリ

ア教育・職業教育の取組が行われているか 
４ ３ ２ １ 

高等学校と連携した取り組みとして、「職業教育のための講話」、

「模擬授業での業界理解ガイダンス」、「教育連携校での出前授

業」、「本校内での授業見学会や実習体験」などを行っている。 

卒業生のロールモデルを参考にし、職業の三要素の理解を加えた

「キャリアの探求授業」も実施している。 

① 課題 

特になし 

① 今後の改善方策  

特になし 

③特記事項                                             

学校生活に上手く適応できない学生が増加傾向にあり、これに対応できるよう学内に相談室を設置し、相談

員を配している。また、体調不良の学生への対応については保健師が勤務し、緊急処置ができる体制を整え

ている。 

ハラスメントについては人権啓発委員会を組織し、学内だけでなく学外のカウンセラーも含めて対応してお

り、年度末には教職員を対象とした、外部講師によるハラスメント研修、メンタルヘルス研修を実施した。 

 

（６）教育環境  

評 価 項 目 評点 備考：取り組みの内容 

カリキュラムを実現する上で必要な専門性を

備えた教職員を整えているか 
４ ３ ２ １ 

洋菓子、和菓子、製パンの分野ごとに、高い専門性と多彩な経験を有

する教職員を整えている。また、カリキュラム内容の改善に向けた定

期的な検討会を実施している。 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応で

きるよう整備されているか 
４ ３ ２ １ 

製菓A棟、B棟、別館と3つの校舎を有し、延床面積5,744㎡の校舎と

なっている。設備についても、製菓製パンの各分野に応じた仕様の教

室を備えている。 

施設設備については、教室内の厨房機器設備のメンテナンスや入れ替

えを定期的に行っている。 

防災に対する体制は整備されているか ４ ３ ２ １ 

緊急時の避難体制および役割分担を明文化しており、年1回、校舎施

設単位で消防署の指導のもと防災訓練を実施している。また自営消防

団を組織し、消防計画を作成して所轄消防局に提出している。 

① 課題 

特になし 
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② 今後の改善方策 

特になし 

③ 特記事項 

防災については、年1回避難訓練を実施し、学生も含め防災意識を高めるよう取り組んでいる。 

 

（７）学生の受入れ募集  

評 価 項 目 評点 備考：取り組みの内容 

学生募集活動は、適正に行われているか ４ ３ ２ １ 

国や大阪府、関係団体の通知に従い、適正に募集活動を行っている。

入学選考においても入学選考委員会を設置し、公正に選考を行ってい

る。 

オープンキャンパスなどのイベントにおいては、コロナ前の定員、内

容に段階的に戻しつつ、安全対策マニュアルを作成更新し、運営を行

った。 

イベントの中、在校生が自身の経験に基づき学校生活や授業の雰囲気

を伝え、参加者の悩みなどについてアドバイスし、相談に乗る機会を

作り、本校への安心感を与える機会を継続している。 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝

えられているか 
４ ３ ２ １ 

イベント等における説明や学校案内資料、HPにおいては、授業内容か

ら就職指導、資格取得実績や就職実績、卒業生の業界における活躍ま

で、教育目標や到達目標に沿った形で紹介し、随時、内容を更新し、

卒業人材像が明確に理解できるよう伝えている。 

また、遠方の入学検討者に対しては、コロナ禍で有効的であったオン

ラインでのイベントを縮小、チャーターバスで来校いただく機会を増

やし、実際に学校を見ていただくことで教育成果を正確に伝えるよう

にした。また、タイムリーな内容やトピックスについて、SNSで随時発

信、広報を行っている。  

学納金は妥当なものとなっているか ４ ３ ２ １ 

学納金の内訳は入学金、教育充実金、授業料、実習費となっており、

それら学納金で健全な運営ができるように妥当な設定になっている。

さらに入学者の学費負担を軽減できるよう、本校独自の様々な奨学金

制度を引き続き充実させ、出来る限り幅の広い支援体制を整えてい

る。 

① 課題 

18歳人口の減少により学生募集がより厳しくなる中、教育成果を伝えたい層の母数を増やすことが、今後の

課題であり、いかに価値を伝える場を増やすかが重要とする。 

コロナ禍の影響が薄まり、オンラインではなく、直接オープンキャンパスに来校する方が急激に増加した。 

各イベントには定員を設定されている中で、入学検討者をいかに多く受け入れるかが、大きな課題となった。

留学生の入学検討者もコロナ前の状況に戻りつつあることから、同時に対応していく必要性がある。 

また、地元志向が強い遠方の入学検討者に対して、本学の認知度すなわち教育の質、学生生活、将来性、社会

的評価について、常に発信し続ける必要がある。 

② 今後の改善方策 

高等学校とつながる機会を増やすため、教育連携や特別指定校の協定締結校を増やし、早い時期から職業観や

勤労観を養い、辻󠄀製菓専門学校というブランドも認知してもらう必要がある。 

学校内容が正しく理解されるために、学校共通のアドミッションポリシーの周知に努めており、すでにＨＰや

入学要項、イベントでの来校時、入試制度等で周知広報しているが、同時に受験者に対しては、ポリシーのベ

ースとなっている「建学の精神」「教育理念」「ビジョン」の紹介とその理解促進にも注力している。 
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③ 特記事項 

2022年度は2021年度と同様にコロナ禍の影響により、学校説明会などの参加申し込み者の欠席が相次いだた

め、校内で行う対面の学生募集イベントのほかにオンラインイベント、地方での出張相談会などで学校基本情

報などの説明を行った。 

 

（８）財務  

評 価 項 目 評点 備考：取り組みの内容 

中長期的に学校の財務基盤は安定していると

いえるか 
４ ３ ２ １ 

法人本部において財務分析が行われ、設置校の将来を見据えた中・長

期計画に則した財務計画が策定されている。 

学生募集は堅調に推移しており、コスト抑制の効果も相まって安定的

な学校経営ができている。 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっ

ているか 
４ ３ ２ １ 

新年度の事業計画に基づき資金収支予算・事業活動収支予算を編成

しており、理事会・評議員会等での必要な手続きを経て承認されて

いる。予算の変更についても寄附行為の定めに基づき、承認を得て

いる。 

妥当性の判断においては、予算や前年実績との比較・分析を行って

いる。施設整備の改修については、現有施設の保守充実を目的とし

て修繕計画を立案し計画的に進めている。 

財務について会計監査が適正に行われている

か 
４ ３ ２ １ 

私立学校法に基づき、監事による内部監査が毎年適切に実施さ

れ、毎年5月に実施される理事会、評議員会に監査報告書が提出

されている。 

財務情報公開の体制整備はできているか ４ ３ ２ １ 
財務情報の公開については公開資料を準備し、当法人の情報公開

規程に基づき体制を整備している。 

 

① 課題 

財務については、法人本部において予算・収支計画を策定・執行し、監査ならびに情報公開まで適切に行わ

れているが、経常収入の90％以上を学費収入に依存する中で、財務基盤の安定を維持するためには入学者の

安定的な確保と退学者の抑止に継続的に取り組む必要がある。 

より良い教育環境を構築し、教育施設の維持・更新を適時実施するためには、収支均衡を大前提とした上で

適切な予算の確保が必要である。 

② 今後の改善方策 

経常支出（人件費、教育研究経費、管理経費）を継続的に精査し、ICTを積極的に活用することにより、  

業務の一層の合理化・効率化、学生募集活動の強化に取り組む。 

コロナ禍の影響もあると推察されるが、メンタルケアを必要とする学生が増加したことから、教職員、保健

師、カウンセラーが連携して修学継続支援を行っている。退学の抑制は財務基盤の安定にも重要であり支援

強化に努めたい。また、留学生についても留学生支援グループを中心に支援体制を整備し、日本語サポート

授業の実施や学校生活の支援を行う。 

校舎施設整備計画に則り、計画的に改修工事を行うために、経常支出（人件費、教育研究経費、管理経費）

の一層適正な配分に努める。 

③ 特記事項 

2024年度に学校・学科の新設等を予定しているが、その準備にかかる経費は、当該年度までは法人本部から

の支出となっている。 
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（９）法令等の遵守  

評 価 項 目 評点 備考：取り組みの内容 

法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運

営がなされているか 
４ ３ ２ １ 

適正な学校運営は社会的信頼を獲得し、これを向上させるために不

可欠であるとの認識に立ち、法令遵守の徹底に努めている。 

個人情報に関し、その保護のための対策がと

られているか 
４ ３ ２ １ 

個人情報を保護し、適切に管理するため、「プライバシー・ポリシ

ー」を策定し、公表している。また、情報管理委員会を設置し、組

織的に個人情報の保護に取り組んでいる。 

自己評価の実施と問題点の改善を行っている

か 
４ ３ ２ １ 

自己点検・評価委員会を設置し、組織的に自己点検を行っており、

その結果や問題点は学校全体で共有し、点検項目に応じて必要な対

策を行っている。 

自己評価結果を公開しているか ４ ３ ２ １ 
「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、自己点検・

評価報告書をHP上で公表している。 

 

① 課題 

特になし 

② 今後の改善方策 

特になし 

③ 特記事項 

個人情報保護については、情報管理委員会を組織し、情報の取り扱いルールの周知徹底を図り、管理状況を 

適宜チェックしている。 

 

（１０）社会貢献・地域貢献  

評 価 項 目 評点 備考：取り組みの内容 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・

地域貢献を行っているか 
４ ３ ２ １ 

大阪府の和菓子技能検定の会場提供など、各種団体からの依頼に

協力している。 

学生のボランティア活動を奨励、支援してい

るか 
４ ３ ２ １ 

職員・学生協働のプロジェクトチームを発足し、毎週行われてい

る地域の子供食堂へボランティアとして参加。季節のイベントを

提案、企画、実施まで行った。学校周辺の清掃活動を毎週行っ

た。 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業

訓練等を含む）の受託等を積極的に実施して

いるか 
４ ３ ２ １ 

大阪府洋菓子協会主幹の技術専門校への講師派遣や大阪府洋菓子

技能検定指導員の派遣などを受託している。 

 

①課題  

プロジェクトによるボランティア活動は実施したが、特定の学生のみが参加する社会貢献活動になった。 

加えて、プロジェクトによる活動に限定されていたため、今後はプロジェクト以外でのボランティア活動の

場面を作っていくなど、学内で活動できる更なるフィールドを整備していくことが必要と考える。 

 

②今後の改善方策  

プロジェクト活動については、若手職員主体のチームを作り、学生と一体となって意見の抽出等を行い、 

学生主体で活動できる仕組みづくりを実施していく。また、それ以外にも、授業やカリキュラム等、学内で 

ボランティア活動が実施できるような内容を検討していく。 
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③特記事項  

  ・上記プロジェクトでは、ミーティングを通してSDGsや社会貢献についての情報提供を行った。 

   ・学校周辺地域のゴミ拾いは学生たちが自ら計画し、毎週取り組みを行えた。また、学生のアイデアから、 

「プロジェクトロゴマーク」の入った腕章を付けて、清掃活動を行っている。 

   ・こども食堂でのお手伝いを週に1回、イベントを年間3回行ったが、企画から実施に至るまで、学校では

なかなか学べないことを学べる良い機会となった。同時に、イベントに参加した子供たちにとっても、 

食べる楽しさ、作る楽しさを感じてもらえる機会になった。 

 

（１１）国際交流  

評 価 項 目 評点 備考：取り組みの内容 

留学生の受入れ・派遣について戦略を持って

行っているか 
４ ３ ２ １ 

留学生向けの入学要項、HPを多言語で作成。それぞれの言語で入学

方法・学費・奨学金などの情報を提供している。韓国や台湾向けに

オンライン説明会の実施や、日本国内の留学生向け進学相談会に参

画。日本語学校へも定期的にコンタクトをとり、学校や在校生の情

報を提供している。 

留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において

適切な手続き等がとられているか 
４ ３ ２ １ 

文部科学省などの関係機関からの通達に則り、適切な受入れと入学

選考試験を実施している。留学生用ハンドブックを作成し、学業及

び生活全般に必要な情報を提供している。また、適切な在籍管理を

行っていることから大阪出入国在留管理局より「適正校」として選

定されている。 

留学生の学修・生活指導等について学内に適

切な体制が整備されているか 
４ ３ ２ １ 

韓国語・中国語の専任スタッフを配置。担任と連携し、必要に応じ

て面談を実施しながら、時に母国の保護者へ直接連絡を取り、留学

生が学修に励む環境を整えている。また、語学力による学習の遅れ

が生じないように、学内で日本語の特別授業の実施や、留学生コミ

ュニティの形成を促進するために、交流会を実施するなど、多角的

なサポートをしている。 

学習成果が国内外で評価される取組を行って

いるか 
４ ３ ２ １ 

全国の日本語学校の教職員が「留学生に進めたい進学先」として選

定している『日本留学AWARDS2021』に、レベルが高い専門的な教育を

受けられる学校としてノミネートされた。 

 

① 課題  

   コロナ禍もあり、入学前に一度も来校せず学校理解が乏しい状態で入学し、学校生活に適応できない留学生

が少ないながらも一定数みられる。 

② 今後の改善方策  

   在校生や卒業生、日本語学校からの協力を仰ぎ、説明会などの入学前の様々な場面や状況で話を聞く機会を

設けることで学校理解を深め、入学後の学校生活において留学生自身が能動的に対処できるようにする。 

③ 特記事項  

   近年増加傾向にある東アジア以外からの留学生の受入環境を整えるため、あらゆる媒体物において、ユニバ

ーサルデザイン（国・地域などに関わらず、わかりやすく、誰もが利用可能）に変更し、提供する。   

その手始めとして、2023年留学生用チャットボットをスタートさせる予定。日本国内での就職に関しては、

留学生一人ひとりに対応できるチューター制度を確立して、特定技能ビザでの就職希望者には技能測定試験

の案内や書類関係のサポート、就職相談を行っている。その結果、2022年度は28名が特定技能ビザで就職し

た。 
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４. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果  

本校では適正な学校運営は社会的信頼を獲得するために不可欠であるとの認識に立ち、法令順守の徹底に努

めている。学校教育法、私立学校法、専修学校設置基準、製菓衛生師法を順守し、学則や学則施行細則、 

その他各種の規則・規程に基づき業務が執行されている。 

教育活動においては、洋菓子、和菓子、製パンに関する技術を理論と実践の両面から幅広く学び、さらに食

の専門家に求められる栄養・衛生等の専門的知識を習得し、同時に職業観や勤労観を養うことで、食業界の

あらゆる領域で貢献し得る人材に育成に取り組んでいる。 

学習成果については、教育活動の基本指標の重要項目である出席率と退学率の改善が継続の課題となるが、  

退学については、試験や成績による退学者は減少したものの、心のケアを必要とする学生が多いため、  

担任、学科長、学務課、スクールカウンセラー、保健師の密な連携により学生のケアにあたっている。  

また、出席率の向上と退学抑止のために、クラス活動として行っている「初年次教育」や「ピア・サポート

（学生同士による学習、学校生活を互助する取り組み）」を定着させ、学生同士のサポート体制、クラス内

での学生の居場所作り、コミュニケーション向上のワークなどに取り組んだ。また、入学時に実施する「共

通基礎学力試験」や前期中間試験の結果により、学習支援を要すると判断された学生について、教務担当者

を中心に個別に面談を行い、学習方法の具体的な指導など、学生が能動的に学習に取り組むための支援を行

った。 

それに加え、学生と教職員のコミュニケーションツールであるTeamsを、コロナ禍だけではなく、2022年度

も積極的な運用を継続したが、今後のクラス運営、授業運営にも十分に活用できると捉え、より発展させて

いく方法を模索したいと考えている。 

就職支援については、学生の就職指導において、オンデマンドによる「就カツ道場（セミナー）」の動画視

聴に加え、履歴書添削、面接対策、電話アポイント方法など実践的な指導が有効なものについては、対面形

式のセミナーを実施した。また、就職活動の最盛期である5月、6月には「就カツLIVE（校内合同企業説明

会）」で行動促進につなげ、10月にはマッチングを主とした「就カツマルシェ（服装自由で気軽に参加でき

る企業説明会）」を実施し、様々な形で学生の就職活動の機会を提供した。また、留学生の中で日本での 

就職を希望する学生には、技能評価試験の案内や手続き、就職先の紹介なども随時行い、支援体制を整えて

いる。 

学生の受け入れ募集では、感染拡大期には、対面で実施するオープンキャンパス、入学相談会、 

高校内での説明会等の機会が減少したが、その対応策として、オンラインによる個別相談、施設案内、模擬

授業の回数を増やし、併せて内容の充実を図った。 

入学選考試験においては、オンラインによる面接機会を多く設定し、対面もしくはオンラインの何れかを 

選択して受験できるよう配慮した。 

また、留学生募集においては、引き続き日本語学校との連携強化やホームページ、SNSでの情報発信を強化

することで対応した。さらに留学生の受け入れだけでなく、入学後の学内サポート体制も充実し、日本語能

力の向上が求められる学生への語学授業の実施や学習指導を強化した。 

財務面については、教育活動収支は辻󠄀製菓専門学校の校舎単位では引き続き黒字を保っているものの、教材

の原材料費の高騰、水光熱費の上昇もあり、より細かく予実管理を行い、さらに無駄な支出の抑制を図り、

財務体質の強化を図っていくことが重要である。 

学校運営においては、業務の効率化を課題とし、従来の業務の進め方や業務そのものの必要性を改めて精査

し、棚卸しを進めるとともに、情報システムの有効活用に取り組んでいる。タイムリーな情報共有、効率的

な会議の運営、業務のスピードアップなどを目指し、従来のメールだけではなく、MicrosoftのTeamsをはじ

め、様々なツールを継続して使用している。その結果、紙面での資料が減る、などの効果は見られ始めてい

るため、今後も精査していきたい。 

以上 


